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「こどものいる暮らしを豊かにする子育てひろば」
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平均 20 人位来てくれている。内容は、紙芝居を見
せたり、おやつ食べたり、遊んだりと他愛無い。色
んな子がやって来る。家庭で虐待を受けて施設から
来ている子が6人位、学校に通えていない子が2人。
本当に私にとって得がたい時間だ。一番嬉しいのは、
初期の頃に小学生で来ていた子達（十数人）が、社
会人になって「自分が小さい時にしてもらったこと
を是非後輩達にしたい」と、一緒にスタッフをやっ
てくれていること。彼らを心から誇りに思っている。

■ワークライフバランスで地域を活性化（渥美）

　ワークライフバランスは家庭のことだけでなく、
男女共に地域で子どもを見ることができる社会にす
ること。男性が育児休業をとったり、家で自分の子
どもの面倒をみるのはある意味で当たり前だと思う。
それ以上に、地域でもっと男性達が他人の子どもの
面倒を見ることを含めて何か貢献できないだろうか
と模索してほしい。そういう人たちを巻き込める場
所として「子育てひろば」に大いに期待している。

■子育て期の女性へのチャレンジ支援（吉田）

　2000 年に NPO を立ち上げてから、子育て期の
女性へのチャレンジ支援として、居場所づくりと働
く場づくりをしてきた。この 10 年の歩みを紹介し
ながら、お話をさせていただきたい。主な事業は、
子育てひろば、チャレンジオフィス・ショップ、こ
みカフェ等を常設でやっている。事務所は宇治市、
認証分野は子育て支援、働くこと、保健福祉などの
多分野である。最初に始めたのは、キッズサポート
事業、出前保育である。子育て中の女性たちが何を
するにも保育サポートは欠かせなかった。

■まずは 10年間の事業デザイン（吉田）

　副理事長の切明と、子育てが迷路にはまりこみ、
自分の心のもやもやをどうすればいいのかわからな
い状況で知り合い、在宅で子育てしながら自分らし
く働きたいとNPOを立ち上げた。
　子育てや介護をしながらの自分たちに何が必要な
のかを話し合い、今後10年間の事業デザインをして、
その夢を４階建ての建物に詰め込んだ。

■市民に求められる 3つの顔（渥美）

　市民には 3 つの顔があった方が良い。私の優先順
位は①家庭人、②職業人、③地域人。現在、職場は男
性が多くて、地域は女性とお年寄りが多いという裏
腹な関係がある。
　私の最初の職場は「部内会議、午前 2 時スタート」
と掲示板に書いてあるほど、WL がアンバランスだっ
た。一時その雰囲気に染まりかけたが、「これはおか
しいな」と、「いのちの電話」を受けるボランティア
を始めた。夕方仕事が終わって駆けつけ、2 時 3 時
くらいまで電話を受け、仮眠して会社に行くという
生活を続けたが、本当に良かったと思うことは、半
年間研修を受けて、「ちゃんと相手の話を聞きなさい。
話を聞いてほしくてかけてくるのでちゃんと受け止
めなさい。」ということを教えていただいたこと。職
場だけで生活していたら、学べなかった。

■一番良かったことは育児休業（渥美）

　育児休業をなぜ取ったかというと、以前手がけた「女
性の愛情曲線」がトラウマになっていたから。女性た
ちに愛情対象がライフステージでどう変わるかを回答
していただいたところ、子どもが誕生して夫への愛情
が、ぐっと下がる。そのあとの動きは二極化する。乳
児期の子育てが大変な時に、「子育てを自分ひとりで
やった」場合は夫への愛情が低迷していくのに対して、
「夫と2人でやった」場合は回復していく。それでゾッ
として…一生懸命に取り組んでいる。男友達からは休
業の“休”という字が、“楽している”と誤解された。「お
前いいな。ロングバケーションで、いっぱい本読んだり、
いろいろなところに行けるな」わかっちゃいない。生
活圏は半径 200 メートル、新聞を読んでる暇もない。
働いていた方が、余程楽だった。実際、パタニティブルー
になりかけたが、自分の中の多様性を広げることがで
き、すごく良かったと思う。大変だけど楽しい。「楽だっ
た」と「楽しい」は大きな違いだ。男性で、これから
育児休業を取りたい人に是非と奨めている。

■子ども会は自分にとって得がたい時間（渥美）

　20 代半ばから「子ども会」ボランティアをやって
きた。現在は、息子以外に３才の子から中学生まで

また、WLB には３つの要素がある。業務をオープン
にして共有する、業務改善、最も大切なのは「自分
さえよければ」ではなく、お互い様・思いやりとい
う意識。WLB に取り組むと何が良いかというと、自
分の時間はもちろん大切、同僚・部下、家族など相
手の時間に敬意を持てる、これが一番重要だ。WLB
に取り組むと、地域は必ず活性化していく。

■ネットワークづくりの拠点（渥美）

　今後、鍵となるのは、子どもを真ん中においた地
域活性化という考え方。子育て期は、地域で地縁血
縁を越えてネットワークが拡がる、すごく良いチャ
ンス。そういうネットワーク作りでこれから拠点と
して期待できるのは「子育てひろば」。ひろばには、
３つのキーワードがある。①人が集まる②情報が集ま
る③公益性がある、ことだ。
　ひろばに集う親子は、多くのネットワークを持っ
ている。学校・行政・企業などの人脈と情報が集まり、
加工する。単に加工するのではなく、社会にとって
の有用性、公益性を加味した加工業、これが「子育
てひろば」の役割だと思う。そして、ネットワーク
には 3 つの意味がある。①ネットワークが張り巡らさ
れるほど、見守る目があるから安全。②連絡網。行政
からの情報も繋がるし現場のニーズも吸い上げられ
る。③社会基盤。そもそも子育てをする家庭のネット
ワークが密になると、社会基盤も堅固になる。

■男性としての視点で（渥美）

　私は男性としてこういうテーマについて、どう考
えているのかをお話したい。育児休業を取った時、
丁度良い機会だと思って赤ん坊を連れて色んな所に
出歩いた。しかし、地域社会では、平日昼間赤ん坊
を抱いて出歩く男性は「珍獣」のような存在。見事
に公園デビューに失敗した。2,3 日して「大丈夫で
すか？」と声をかけられ、ようやく輪に入ることが
出来た。私は子ども好きで独身だった20代半ばから、
子ども会でボランティアしており、最初はクマの着
ぐるみでチラシ配りもした。今日は、男性が地域で
活動するということも絡めてお話したい。

■ワークライフバランスとは？（渥美）

　ワークライフバランス（WLB）とは何か。そもそ
もワークの土台としてライフがある。質の高い生活
は、質の高い仕事に繋がる、メリハリの効いた仕事
は生活のゆとりに繋がる、という相乗効果。皆さん
の中には、実際子育てをなさってきたことが NPO に
生かされている方もいるでしょうし、家業と NPO 活
動での相乗効果を体感なさっている方もおられるで
しょう。「子育てひろば」というのはワークとライフ
の相乗効果が生まれやすい場所なのです。

■相手への敬意につながる（渥美）

　ライフというのは多義語で、生命・生活・人生・
生存などを意味する。企業をお手伝いしていくと、
そもそも生存さえ危ぶまれるような過酷な仕事環境
も実際にある。家庭生活の視点は国の施策にいっぱ
い入っているが、これから進んでいくWLB は、個人
の地域生活と仕事とのワークライフバランスが中心
になっていく。いま地域で重要な役割を担っている
のは主に女性。しかし、地域にワークライフバラン
スが浸透していくと、男性が家庭、地域に帰ってくる。


